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This research is intended to provide materials which should bring attention to the importance 
of a ratio�al and scient_ific planning of environll)ent preservation matters such as a green-belt 
zoning. We evaluated how much social costs (i.e. air pollution, waste of fuel and time, etc.) 
�ould have been saved _if rational and scientific approach-had been applied when the first-period
five new-town sites of Seoul, Korea were planned. 

The amount _o_(soci_al cost __ calculatedfor the decade of first-period new-town development, 
rangef from 5,263 million dollars to 7,554 million dollars. And in the future, for more than 20 
years'life ofnew-town buildings, will incur even more social cost which will amount to no less 
than 10 billion dollars with rough calculation. 
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1. はじめに
1980年代後半の韓国において、 ソウル都市厖

での深刻な住宅難を解消するた め、新都市建設
計画案力喘議されtc., この時、グリーンベルト'

（以下、GBと記す）内の建築行為不可という当
晦災潅の政策下 2で、新都市如動峨存市街地が
ら離れたGBの外郭に決定されたこの結果、GB
の外郭に大規模な新都市が建設されたが、 一方
でこのことがソウル都市函の住民や環境へ大き
な負荷を強いていることも事実である心

本研究は、このような背景の下で、 新都市の
立地を、 より合理的な政策執行を行なっていた
としたら、住民や喋境への負荷がどのくらい節
減できたかを社会的費用の観点から計菌化する
ものである。 そして、 この研究浩果を通じて環
境保全においてもより合理的なアプロ ーチの重
要性を再認識する基礎的な知見を提供ずる。

本論文の構成は以下のようになっている。続
く2章では、 ソウル都市圏O)GBの概要及ぴ既存研
究を考察し、本研究の位置付けを示す。3章では

新都市の最適立地問題を定式化し解を求め、新
都市最適立地の条件を明らかにする。4章では新
都市の現立地と最適立地との都市圏余剰の差を
求め、社会的費用を試算する。最後に5章で、 本
論文の主な成果をまとめる。

2. ソウル都暉圏収氾の概要及訊即邦形E
2-1 GBの概要

綿国O)GBは都市化初期段階の1971年、 ソウル

周辺の無秩序な都市拡張防止などの目的で、 ソ
ウル周辺1566. 9軍が指定されたその後、全国
の成長潜在力のある14の都市圏域て'513lkm2 （全
国土面積の5. 3%)が指定された

GBの｝碇当初、GBI我昭Fの商街地と串雅を罷
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図1. ソウル周辺の3Bと新都市の分布

いた地域にあったため、市民生活への影響は
無視できる範囲であった。 その後、都市が外延
に拡大するに伴い、 市民生活との関りが徐々に
深まっていった特に90年代に入り、GBの外郭
に5ヶ所の大規模な新都市が建設され、それ以降、

GBの存在は様々な形で都市活動に広範な影嘔を
与えていくことになったっ

GB外延に高密度に開発された新都市は必然的
に総交通費の増加をもたらし、 さらに交通イン
フラの整備などに莫大な費用洞支下された 4。 ま
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